
    おおね荘ミニディサービス音楽療法 2012  2/1 １３時～ 

  

 実施日：２月１日 １３時００分～１４時００分（終了後の観察を含む）   

 実施者：中野ＭＴ・島田ＭＴ・記録浅田 

 

長期目標：自分らしく今を大切に過せる事よう支援する。                  

    ：活動の中で今を生きる自分を確かめながら、今まで生きてきた人生を肯定し、

更に毎日を誇り高く生きるようとする気持ちを支援する。 

留意点                                    

＊ ２月、光の春ではあるが暖かい春を待つ気持ちに希望が持てる時間と重なるよ

う個々を見つめ支援する場である。 

＊  知っていることを、又覚えてるという事実を、自信や安心に繋げる。援助が必

要になっても誇り高く、人としていつの時も成長していることを再確認する場

とする。 

＊  寒い季節、運動不足を気持ちで感じやすい季節。歌やリズム活動・楽器活動を

身体活動として意欲的におこなっていただく。 

＊ 音読や歌うことは口腔ケアにも繋がっている。【言葉と呼吸を意識した活動を

行う】  

 

 

 項目   目的     使用曲   留意点（重点） 

導入    活動の始まりを意識   こんにちはの歌★1     会話・対象者の観察 

させ、気分を解す                  ブレス・ 

        

♪もうすぐ立春を意識して     ペチカ３番の歌詞★2  なじみの歌でリラックス 

 

展開１ 

身体活動 ストレッチ・運動  また君に恋してる★３ 音読・腕の可動域のチャレンジ     

              又は真夜中のギター   （棒体操・・歌はＭＴが主体で）  

展開２                         

レク的活動 リズムで楽しく     ジェンカ   音読・歌唱・鈴カスタ 

       （２：３→１：１，２：２，３：３，鈴とカスタネットのバリエーション）                 

展開３                          

言葉による表現・回想   涙そうそう～ララそうそう★４  会話を紡ぐ・音読・歌唱 

      



展開４                                          

合唱奏   一体感を味わう     早春賦    楽器の選択・響きの共感 

終わり   クールダウン     上を向いて歩こう（テンポはゆっくりで）★5 

 

音楽療法ノート  

★ １ 

音楽療法の時間は「こんにちはの歌」で始まります。歌での御挨拶が目的では

ありますが、この歌で息を吐ききる体験をしています。「こんにちは、しか書い

てないね～」と、云いながら、とっても馴染みが良いせいか、どなたもしっか

り歌ってくださいます。４回目の「こんちは」では互いの「は～」を聞きなが

ら長くのばす、つまり息を吐ききる作業をします。そしてその直後、細く（ゆ

っくり）深く鼻から息を吸い、「どうぞよろしく」と歌い上げます。冷たい空気

を入れない・粘膜で細菌や埃を濾過する・加温・加湿など鼻呼吸の大切さを体

感します。この時の表情、満足げな笑顔がリラックスという付加価値も付けて

います。「息を吐ききってこそ！」が複式呼吸に繋がる第一歩です。（200Ｘ年

の音楽療法プログラムより抜粋） 

★ ２ 

ペチカの歌詞に着目。一番はお馴染みですが二番は「じき春きます」やなぎも萌

える暖かなひかりや、やわらかな柳の緑をイメージしながら春を皆さんで心待ち

しましょう 

★ ３ 

少し前に、世代を越え２年以上トップの座にあったとても愛された歌謡曲です。

歌っているご本人の人生にも変化があったのだそうです。偉大な歌手「二葉百

合子」先生の元で自己の再生をはかったとか・・・「君」をそれぞれに心の奥に

ひめてゆっくり味わいながら身体をリラックスさせましょう～ 

別案の「真夜中のギター」も以前提案いただいた曲で、愛される曲？ランキン

グにありました。歌詞が今の風潮を優しさで包んでくれるような、ほっこり感

を味わえます。 

★ ４ 

昨年はいろいろな意味で「涙（なだ）」の多かった年でした。歌詞をじっくり味

わいながら人の優しさを感じると共に、涙を♪らら～と歌えるといいですね 

★ ５ 

上を向いて歩こう～の３番に注目。１９歳の坂本九さんの顔が目に浮かびます

が、今から５０年前の声と笑顔に励まされる昨今です・ 

リズム活動のジェンカも同様に九ちゃんの歌声で踊った記憶がありますね。今 

年は某コマーシャルで、かわいらしいお嬢さんが踊っています。   asada 



 

おおね荘介護予防ミニディサービスアンケートより 

（２０１２／２／１・１３時～）真冬日 

 

音楽療法アンケート集計（回答は１２） 

 

１．参加者 対象１３名（男性１名・女性１２名） 

２．年齢   ６０代（３名）・７０代（５名）・８０代・（４名） 

        平均年齢・・７７、２歳 

３．本日の活動は日々の生活に役立つと思いますか？ 

  思う・・・１１名・思わない・・・０人・どちらとも言えない・・・１人（８０歳代） 

４．楽しかった曲（複数回答あり） 

・ ペチカ７名・また君に恋してる５名・涙そうそう６名・ジェンカ４名・早春賦７名・ 

・ 上を向いて歩こう８名 （全曲すべて楽しかった、という人４名／ほとんど知らな

い曲でした、という人１名を含む） 

５．大根公民館までどのようにきたか？ 

・ 送ってもらった・・・０名 

・ 歩いてきた・・・・・９名（７分・８分・１２分・１５分・２０分・２５分） 

・ 車・・・・・・・・３名（１５分・２０分・２５分）６５歳・６１歳・７８歳 

６．感想は～ 

・ とても良かった（６５歳・２回参加） 

・ 楽しかったです。（７９歳・数回参加） 

・ （お隣近所に）はばかり、大きな声を出して歌うことなど無いのでストレスの解消

にもなりすっきりしました。また、お願いします。（７０歳・３～４回参加） 

・ いつも有難うございます。楽しかったです・荷物が多くて大変でしょうに。お手伝

いが有れば言ってください。またお願いします。（６１歳・６回から７回参加） 

・ 楽しかったです。久しぶりに声を出しました。（７９歳・５回くらい参加） 

・ 楽しゅうございました。（８５歳・５回参加） 

・ 楽しい。（８６歳・４回参加） 

・ 楽しかったです。（８７歳・５回参加） 

・ 曲がほとんど知らないものが大部分（８２歳・３回）＊日々の生活に役立つか？の

問いに「どちらともいえない」と回答、知らない曲では効果が実感できない可能性。 

・ 楽しかったです。（７８歳・４～５回参加） 

 

音楽療法士３名（中野・島田・浅田） 

市役所高齢介護課関係３名・参加型ボランティア３名 



  

今回は、ミニディサービスの対象となる人に、受け入れられるか心配しながら最近の歌謡

曲や話題の曲（また君の恋してる・涙そうそう）を使ってみました。今この時代に生きて

こそ！若い世代の曲も楽しめてこそ！とチャレンジでした。 

♪涙そうそう 

「テレビで昨日やっていた」と自発的に声が挙がり、そこから小さな交流が生まれた。（リ

ーダーも時々そのやりとりに加わる。森山良子・岐阜の方・天然の柿？・それを頂いたお

礼に・私も見た・・それ昨日のテレビ）知っている懐かしい歌をうたって回想し、たっぷ

り声を出す、ブレスが上手にできる・・・という目的ではなかったので、大きな声にはな

らなかったけれど、歌詞をおい表情が所々ゆるみ、互いに顔を見合わせていらした。そし

て、「ララそうそう～」と歌って笑顔。いい春が訪れますよう祈る。（みなさんは２回目が

やはり声がよく出ていた・市の若い担当者も歌声で応援くださり大助かりでした） 

♪「また君に恋してる」 

いつも聞いてるけれど・・・「初めて歌ったわ」「難しい歌よね」と声があがる。みなさん

真剣に歌詞を２番まで読み、歌にもチャレンジ。島田さんの声にいい声ね～と感心の表情・

ストレッチも動きを理解し、（効果をきたいしてか）しっかり取り組んでいらした。テレビ

やラジオで曲がながれたら、新しい曲にチャレンジできたこと、この集いで歌ったことや

皆さんで楽しまれたこと、ラップの芯も身体活動に役立てながら、詩の内容に優しい気持

ちになれたらいいな～と思う。 

♪「ペチカ」 

詩を味わい柔らかな春色をそれぞれにイメージしていただく。柳？ネコヤナギ？と声があ

がる。が、それより「暖」を何でとる？とリーダーの質問で会話が変わった。エコ生活も

あり、乾燥注意報、大寒冬のおり、（私のとこは温風機・エアコンだけ・うちは娘が危ない

からって言うのストーブはダメってだからエアコン・・私は大丈夫なんだけれど・最近火

事が多い、）など、あちこちでつぶやき会話が出た。うなずきもあり小さなご近所会話があ

ちこちで見られた。こたつとエアコンだねと聞こえたとたん・・「ペチカなんて皆さんおう

ちにないですよねエ？？」とリーダー。すぐに反応され暖炉？え～ペチカ？いつの時代？

など話題に、気持ちが集中していた。 

♪「早春賦」 

つのぐむ・あやにく・しらねば・・・言葉があらためて難しいということ、いつ頃習った

んでしょう？とそれぞれに思いを巡らしていらした。あちこちで、意味の説明や女学校？

中学？子供の頃？などと関連の単語を聞くことができた。トーンチャイム・ベルの活動も

役割を自覚され周りに気配りしながら合奏ができた。夢中になる人・夢中になっている人

にほほえむ人・あれれ？ちょっと変とクスクス笑う人・ 

戸惑ったり、わらったり、心の揺れを楽しめたのではないでしょうか？ 



♪歌唱で運動不足の解消も～ 

お馴染みの鈴や棒体操、またリズム活動も意欲的でしっかりできた。特にジェンカのリズ

ム打ちをゆっくりカウントしたら倍速でできると提案があった。皆さん息のあった音も出

せ、提案通りにやり遂げてしまわれ、リーダーは脱帽状態であった。 

 

♪．全体としての評価 

セッションに対する積極性は５点。卯辰山式音楽活動評価表を参考にしている。 

（拒否的で楽しんでいない１点／拒否的でないが楽しんでもいない２点／時々受け身的で

楽しんでいる３点／受け身であるが常時楽しんでいる４点／積極的に楽しんでいる５点） 

＊評価を５点にした理由。 

参加者通しの交流ができ、自己発言が多い。今回のセッションでは初めての曲や新たな取

り組み（リズム活動身体活動）も実施したが興味を持って楽しまれた。最後の「上を向い

て歩こう」にいたっては声も良く出ていた。終了後は活動の余韻を楽しみ互いにあいさつ

される場面も見られた。アンケート結果も参考にしている。 

 

 

参加しながら活動のお世話もしてくださる方と、短い時間でありましたがお話しする機

会に恵まれました。「在宅で高齢期を過ごす方達の支援」をどのようにしていったらよいか、

そして「もっとこのような時間を持ちたい」という願いは、このセッションを数年にわた

り実施させていただいている音楽療法士も同じでした。「音楽療法を楽しみながら、お仲間

と自分らしく、今を肯定しながら過ごしたい」と感じ始め、有意義と実感なさっている参

加者の代弁者になりたいと今回も強く感じました。その思いを言葉に出すことが、スター

トラインに立てたということでしょうか。限られた公的支援ではまかないきれない現実の

壁は、最近よく聞く「スマイルチャレンジ」で乗り越えるしかない？「やってみよう！」

と早速、スケジュール表に音楽療法（ボランティア）の日程が入りました。 

音楽療法士の立場で言えば、ボランティアなら、このミニデイサービスが遠いと感じて

来られない方に、また以前は参加いただけたけれど、自立がしにくくなった方に向けて、

生活の基盤のもっと身近な自治会館にまで出向いた活動（音楽療法は必要で、音楽療法だ

からこそ、馴染んだこの活動で遠慮なく楽しんでいただきたいと考えています。更なる生

きずらさを、感じ始めたのなら、だからこその音楽療法なのです。）が良かったのかもしれ

ません。今まで楽しんでいてくださった方達にこそ、又初めてでも気持ちよく参加できて

こそ、継続していただけるような場の工夫をスタートしたいと考えていましたが、おおね

荘のサポーター？のスマイルチャレンジに心動かされ～でした。 

このミニディでは、深いところで繋がった特別の仲間つくり・本音が言える仲間作り等

をセッションの長期目標においております。その目標達成のために音楽を使った活動を展



開しています。 

「直接知」という言葉をご存知でしょうか？向き合ったその人の今を、今の気持ちを、

先入観や家族・知人のフィルターを通して知るのではなくご本人から「直接知る」「判ろう

とする」こんな意味です。認知症の支援に限らず、お役に立てるという「人の喜び」は、「や

りたいこと・してほしいことをわかって差し上げ、そうなるようお手伝いすること」でも

あります。その人を直接知る機会を大事にすることで一歩前に進みます。音楽療法の活動

では、そんな機会や出会いもあります。先輩方と失礼にならず丁寧に関わることで、私た

ち音楽療法士は支援の幅を広め、それぞれが個々に異なった支援を遠慮無く行える場とし

て体験していただきたいと思っております。（「みんな平等に」でなくても、望む支援の受

け方に違いのあることを学ぶ場にもなりうるわけです。自らはささやかでも成長し、いつ

もここ（音楽療法という活動）が存在していて良かったと、思っていただけるような場に

育ちたいと、思いを新たにしております。 

 

前回、とうとう男性の参加者がいなくて・・・と申し上げました。本日は男性の参加者が

いてくださいました。音楽はできないよ～ダメ・ほとんど知らない曲とおっしゃりながら

リズム活動では集中し、御自分なりの興味と工夫で素敵に参加してくださり嬉しいかぎり

でした。活動終了後、リーダーが誤って、その方のお荷物を移動させてしまった。「ごめん

なさ～い」に「大丈夫、まだ遠くに行ってないから・・」とジョークと笑顔を返してくだ

さりほっとしてました。                    201２/２／２        

 

文責 浅田（認定音楽療法士・学会認定認知症ケア上級専門士） 

 


